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審議会等の議事の要旨(要点) 

 

(基本情報 ) 

会議名称  第22期第１回 立川市図書館協議会 定例会 

開催日時  令和２年７月17日(金曜日) 午後３時00分～午後５時00分 

開催場所  立川市中央図書館 ４階 会議室 

次第  ■図書館協議会 

１ 辞令伝達式 

 (1) 辞令伝達 

 (2) 図書館長挨拶 

２ 第１回図書館協議会 

 (1) 自己紹介 

(2) 事務局紹介 

(3) 協議事項 

  ① 会長・副会長の選出について 

② 図書館協議会の開催日と開催時間について 

③ その他 

 (4) 報告事項 

 ① 図書館協議会の活動内容および活動予定について 

② 立川市第３次図書館基本計画についてについて 

③ 立川市第４次子ども読書活動推進計画について 

④ その他 

３ その他 

配布資料  1. 第22期 図書館協議会委員一覧、図書館条例等抜粋資料  

2. 第22期図書館協議会活動について 

3. 第21期図書館協議会の活動について 

4. ６月議会文教委員会報告資料、図書消毒機について  

5. 立川市第３次図書館基本計画、立川市第４次子ども読書活動推進

計画 

6. 立川市図書館サービス計画・事業計画［令和２年度］   

出席者  ［委員］野口委員、加藤委員、松本委員、坂場委員、榎本委員、田村

委員、伊藤委員、中村委員、西村委員 

［事務局］池田(図書館長)、李(管理係長)、井上（図書館サービス係

長）、米山（児童青少年サービス係長）、堀口(調査資料係長)、大渕(管

理係)、梶並(管理係) 

公開及び非公開  公開 

傍聴者数  ０人 

会議結果  （会議録参照）  

担当  中央図書館管理係 電話042-528-6800 
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◆第22期 第１回立川市図書館協議会会議録◆ 

  

 

 

 

 

 

 

 

■図書館協議会 

１ 辞令伝達式 

 (1) 辞令伝達 

 

＜管理係長＞ 

お時間になりましたので始めさせていただきます。本日はお忙しい中お集まりい

ただきありがとうございます。ただ今より第22期図書館協議会委員の辞令伝達式を

行います。 

本来であれば立川市教育長より辞令をお渡しするところですが、公務の関係で欠

席されるとのことで、代わりに立川市図書館長より辞令をお渡しします。順次お名

前を読み上げますので、お名前を呼ばれた委員さんにつきましては、その場でご起

立をお願いします。 

 

（各委員へ辞令伝達） 

 

＜管理係長＞ 

 辞令の伝達が終了致しましたので、立川市図書館長より挨拶をお願いします。 

 

 (2) 図書館長挨拶 

 

＜図書館長＞ 

それでは改めまして、立川市図書館長の池田と申します。よろしくお願い致しま

す。私は平成20年、21年、22年と図書館の管理係長を３年間務めまして、現在、立

川の地区館８館は指定管理者で運営されておりますけど、私が来た時には直営でし

た。ちょうど切り替えの時期の平成22年に２館を指定管理者に移行したそのような

時期に管理係長を務めていました。その後、課長に昇格しまして、課税の課長を４

年間、その後、健康推進課に配属され、主に母子保健と医療関係を担当していまし

日 時 令和２年７月17日（金） 午後３時00分から午後５時00分まで 

場 所 立川市中央図書館 ４階会議室 

出席者 野口委員、加藤委員、松本委員、坂場委員、榎本委員、田村委員、伊藤委

員、中村委員、西村委員  

【事務局】 図書館長、管理係長ほか  

【傍聴人】 ０人 
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た。そこに３年間いまして、今、図書館長が３年目です。昨年、私費で、通信教育

で司書資格を取りまして、管理職で人事管理、事務の管理をしているだけではなか

なか図書館の中身も分かりませんので、通信教育で８ヶ月間程かかりまして何とか

資格を取りました。今後資格を活かせればと思っています。 

図書館協議会の中身につきましては、のちほど説明する機会がありますが、定員

12名の委員での構成となります。図書館における様々な課題等につきまして随時私

たち行政の方で提示したものをご議論いただいて、またそれをご意見いただいて、

より良い立川市の図書館運営に反映させていきたいと思いますのでよろしくお願

い致します。 

 

＜管理係長＞ 

 以上をもちまして、辞令伝達式を終了いたします。 

 ここで、司会を管理係長から、図書館長へ交代させていただきます。図書館長よ

ろしくお願いいたします。 

 

＜図書館長＞ 

それでは着座にて進めさせていただきます。 

会長、副会長が選出されるまで、議事進行につきましては、私が務めさせていただ

きます。それでは第22期図書館協議会第１回定例会を開催致します。本日は、定数

12名のところ９名のご出席をいただいております。半数以上というところで協議会

は成立しております。 

 

２ 第１回図書館協議会 

 (1) 自己紹介 

 

＜図書館長＞ 

それでは初めに第22期図書館協議会の会長、副会長がまだ決まっておりませんの

で、その選出に入らせていただきたいと思います。その前に本日は、図書館協議会

は３期まで基本的に特段の理由がない限り、再任が可能です。ですので、この場で

は、１期、２期、３期の委員さんがいらっしゃいます。初顔合わせですので各委員

に自己紹介をお願いしたいと思います。 

委員名簿につきましては、次第の２枚目に委員名簿がございますので、それをご

覧になりながら確認したいと思います。それでは座席の順番ということで、時計周

りで簡単で構いませんのでご挨拶いただきたいと思います。 

 

（各委員より挨拶） 
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＜図書館長＞ 

それでは続きまして、職員の紹介をさせていただきます。 

 

 (2) 事務局紹介 

 

（事務局より挨拶） 

 

＜図書館長＞ 

以上で、委員ならびに事務局の自己紹介を終わらせていただきます。議題に戻り

まして、協議事項に入らせていただきます。 

 

(3) 協議事項 

  ① 会長・副会長の選出について 

 

＜図書館長＞ 

それでは協議事項に移りたいと思います。まず会長、副会長が空席ですので選出

の手続きに入りたいと思います。会長、副会長の選出につきましては、立川市図書

館条例第12条の規定で委員による互選によるとされております。まずは会長の選出

からお願いしたいと思います。選出にあたりましてどなたか立候補または推薦され

る方はいますでしょうか。 

 

＜委員＞ 

はい。21期で会長職に就かれていたＡ委員が22期でも就任されていらっしゃいま

す。知識、経験が豊富で引き続き会長職に適任と思われますので推薦をいたします。 

 

＜図書館長＞ 

今、委員よりＡ委員の名前が挙がりました。皆様いかがでしょうか。 

 

（委員からの異議なし） 

 

＜図書館長＞ 

はい、異議なしというお声でございます。それでは特に異議がないということで

あれば、拍手でご承認いただきたいと思います。 

 

（一同拍手） 
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＜図書館長＞ 

それでは、ご承認ということで会長が決定いたしました。引き続き副会長の選出

に移りたいと思います。同じように立候補または推薦ということになりますけど、

どなたかいますでしょうか。 

 特に委員さんからの立候補、推薦はないということなので、私としましては、副

会長は会長を補佐する立場にあります。ただ今会長に推薦されましたＡ委員に一任

したいと考えますがいかかでしょうか。 

 

（委員からの異議なし） 

 

＜図書館長＞ 

それでは異議はないということですので、Ａ委員の方からよろしくお願い致しま

す。 

 

＜会長＞ 

前期の協議会に参加させていただいて、皆さん非常にしっかりしたご意見をお持

ちなのに感心しました。どんな風がいいのかなと考えていましたけど、先程自己紹

介にもありましたけれど大学図書館、公共図書館のことについてもよくご存じのＢ

委員にお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（委員から異議なし、一同拍手） 

 

＜図書館長＞ 

ご承認ということで判断させていただきます。それでは会長席、副会長席を用意

しておりますので、ご移動をお願いいたします。 

 

（会長・副会長席に移動） 

 

＜図書館長＞ 

 それでは第22期図書館協議会の会長にＡ委員、副会長にＢ委員の就任が決定しま

した。会長、副会長より改めて一言、就任のご挨拶をいただきたいと思います。初

めに副会長からお願いします。 

 

＜副会長＞ 

私、実は国立市に住んでおりまして、国立市と立川市の広域協定で立川市の図書

館も使うことができるので、よくこちらの図書館を利用させていただいております。
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ここは1990年代に新館でできた時に、最先端の図書館としてかなり話題になってい

て、また斬新なサービスをするので図書館雑誌などで紹介されていたことがありま

した。その時の印象が非常に強いので、ここにまた関われるのが楽しみでございま

す。よろしくお願い致します 

 

＜図書館長＞ 

続きまして会長、お願いいたします。 

 

＜会長＞ 

それでは、前期から引き続きまして会長職を務めさせていただきます。あとで議

題にもあるようですが、前期は図書館基本計画や、子ども読書活動推進計画をまと

めるというようなことをやりましたけれども、一番最後のところでコロナのおかげ

で協議会が流れてしまったということがあったのですね。でもできたら、再開する

ところでいろいろ難しいところが今はありますけど、この経験というのが後に活か

せるような図書館の運営をしていただきたいと思いますし、協議会として少しでも

助けになるような活動ができればいいなと思っていますので、よろしくお願いいた

します。 

 

＜図書館長＞ 

なお、これからの議事進行につきましては、当協議会では慣例がありまして副会

長が議事進行を務めるということになっております。副会長に進行をお願いしたい

と思います。皆様よろしいでしょうか。 

 

（委員からの異議なし） 

 

＜図書館長＞ 

特に異論がないようですので議事進行につきましては副会長にお願いすること

といたします。よろしくお願いします。 

 

＜副会長＞ 

それではご指名をいただきましたので本日の議事進行を務めさせていただきま

す。どうぞよろしくお願いいたします。本日お手元にお配りしております資料が沢

山ございますのでご確認お願い致します。 

 

＜図書館長＞ 

最初に議事日程ということで次第があります。２枚目が委員一覧になります。３
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枚目が図書館法の抜粋、続きまして図書館条例、図書館の条例規則と施行規則、そ

れから22期の活動について、21期の活動について、文教委員会資料、図書消毒機、

それと冊子の形態で、図書館計画、子どもの計画、サービス事業計画、よろしいで

しょうか。不足はございませんでしょうか。 

 

② 図書館協議会の開催日と開催時間について 

 

＜副会長＞ 

お手元に配布してある議事日程２の（3）②の図書館協議会の開催日と開催時間

について協議したいと思います。それでは図書館長からご説明をお願いいたします。 

 

＜図書館長＞ 

今年度の図書館協議会につきましては、急な案件に対応するための臨時会を除き

まして、３か月に一回程度の割合で開催したいと考えております。事務局案としま

しては、第１回目は今月７月になりますので、次回は10月、３回目が翌年の１月、

４回目は年度を超しまして４月。７、10、１、４月。この件につきましては、日時、

スケジュールを確保しやすいということで、事前にこの場で、翌開催と翌々開催の

日程を決めさせていただくこととしております。日程につきましては、第３木曜日

の翌金曜日ということで、本日そのような日時が設定されております。時間につき

ましては、今まで14時～16時という時間帯でした。本日、監査の日程が入っており

まして、14時からの開催が不可能なため、今日に限り、15時～17時に設定させてい

ただきました。次回からは、14時～16時の時間帯にまた戻したいと考えております。

いかがでしょうか。 

 

＜副会長＞ 

今、館長からご説明いただきましたこの件につきましていかがでしょうか。第３

木曜日の翌金曜日の時間帯につきましては14時～16時ということですが、この件に

ついてご意見ある方いらっしゃいますでしょうか。もし、異議がないようでしたら、

細かい所は今後調整することといたしまして、次回は10月16日の金曜日です。皆様、

手帳とかスマートホンとかお持ちでしたらご予定の確認をお願いしたいのですが、

いかがでしょうか。都合の悪い場合は、日程の調整の候補日はその前後になります

が、10月９日、もしくは23日の金曜日になります。ただ、館長は今のところ16日で

開催したいということですね。これはまたのちほど通知があるのですか。 

 

（各委員からの意見なし） 
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＜図書館長＞ 

そうですね。２週間くらい前に開催通知が届きます。 

 

＜副会長＞ 

 そうなりますと、同様に1月は22日となります。もう来年のことになってしまう

のですが、1月22日（金）はご予定いかがでしょうか。今のところ1月22日を予定さ

せていただいて、もしご都合が悪い場合はその前後15日か29日に設定させていただ

くということでいいでしょうか。まずは10月16日14時～16時と1月22日の金曜日を

予定するということでお願いしたいと思います。 

次は報告事項に進みたいと思います。これは館長にお願いしもてよろしいでしょ

うか。 

 

 (4) 報告事項 

   ① 図書館協議会の活動内容および活動予定について 

 

＜図書館長＞ 

では、「図書館協議会の活動内容および活動予定について」についてです。お配

りしました資料「第22期図書館協議会活動について」をご覧ください。目的につき

ましては、「図書館協議会委員は、図書館の運営に関し図書館長の諮問に応ずると

ともに、図書館の行う図書館奉仕につき、図書館長に対して意見を述べることを目

的に選任する。」ということで、先程申し上げましたとおり、委員さんとのやりと

りを通じて図書館運営をきちんとしていきたいという気持ちもありますので、忌憚

ないご意見をいただきたいと思います。 

次に設置根拠です。戻りまして、図書館法の抜粋です。 

14条で「公立図書館に図書館協議会を置くことができる。」「2 図書館協議会は、

図書館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、図書館の行う図書館奉仕につき、

館長に対して意見を述べる機関とする。」 

15条「図書館協議会の委員は、当該図書館を設置する公共団体の教育委員会が任

命する。」 

16条「協議会設置、その他の委員任命の基準、定数及び任期その他図書館協議会

に関し必要な事項については、当該図書館を設置する地方公共団体の条例で定めな

ければならない。この場合において委員の任命の基準については、文部科学省令で

定める基準を参酌するものとする。」 

ということで、この図書館協議会につきましては、図書館法という法律に基づきま

して設置しており、条例の12条で図書館協議会の細かい規定がございます。条例と

いうのは、例えば変更がありますと議会にかけまして議会の承認を得ることになり
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ますので非常に重い会議体という位置付けになると思います。それに伴いまして、

この条例を執り行う細かい規則についても明記されております。10頁です。図書館

協議会委員の報酬とか細かい規定につきまして述べられています。このように法律

上根拠のあるきちんとした協議会であるということを認識していただきたいと思

います。それと皆さんの職務です。①図書館利用者のサービス向上に向けた諸計画

を立案すること。平時または臨時に会議を開催し、図書館長の諮問に応じ、これに

対して意見を述べること、２号の職務を行うために必要な調査研究を行うことです。

委員定数は15名以内ですけれども、今期は合計12名。任期は２年間で、今年の７月

１日から令和４年６月30日までです。 

最近の審議内容ということで、意見具申、答申、提言、意見書など、様々な種類

の形態で皆様の意見をいただいております。21期につきましては、計画がありまし

たので、計画の進捗管理を委員さんからいただいたということでございます。 

22期の予定です。のちほど説明します第３次図書館基本計画及び第４次子ども読

書活動推進計画の進捗に関する意見聴取ということで、計画自体は５年計画になり

ます。皆様からご意見をいただくというのは、本当に１年目、２年目の計画になり

ます。 

その進捗の中で気づいた点または事務局の方からもこの点はどうだ、ということ

もあるかと思いますので、そういったやりとりをしたいと思います。 

次に「立川市図書館における映像資料の見直しについて」。これは24年1月20日の

意見具申ということで書かれております。映像資料の見直しというのはどういうこ

とかと言いますと、ＬＤを視聴していただいているのですが、ＬＤというのは媒体

自体がもう生産されていないですし、再生する機器につきましても既に生産されて

いません。度重なる故障等もございます。今はまだ部品もあり、修理する技術部門

で発注すれば何とか直して視聴できるような仕組みになりますが、この視聴席のあ

り方につきましては、例えば民間で言いますと、ツタヤとか他のレンタルビデオま

たはパソコン、スマートホンにおきましても、映像媒体については豊富にあります。 

できれば競合しない地域資料とか立川市に縁のあるものとか、教育、文化など、

勿論民間が集めなくて図書館ならではの資料については積極的に集めて行きます

が、競合するような媒体または項目につきましては、いろいろ整理していかなけれ

ばならない時代なのかなということで、再度討議いただいた内容とその後の経過並

びに進捗状況を次回の10月には示しまして、また皆さんのご意見を頂きたいと思い

ます。 

それと３番目です。「新型コロナウイルス感染症拡大時の外出自粛を踏まえた非

来館型図書館サービスのあり方について」。昨日も都内で286名ということで過去最

高を更新しております。Ｇｏ Ｔｏキャンペーンを都民が利用できないということ

ですが、感染拡大をきちんと防止して節度ある行動を取っている人たちもたくさん
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いますよね。そうした人たちが恩恵を被れないということにつきましては一館長と

いう立場ではなく一個人としてなかなか複雑な思いで、かといってどこで線引きす

るのか、他県においては東京都から来たとなるとそれは勘弁してくれという声を上

げるということも理解できるので、国の方も都民をどういうふうに選別するかとい

うのは難しいので一括りで東京都民ということになってしまったのかなと思いま

す。少し余談になりましたが、非来館型ということで、来館しなくてもサービスを

提供できる、例えば立川市ですと全国の図書館でもあまり例はないですけども、ナ

クソス・ミュージック・ライブラリーということでクラシックが中心ですが、自宅

にいながら、今は窓口申し込みのみですけれども、コロナで来館できないときには

電話でも申し込みできる音楽配信サービスがございます。また立川で導入していま

せんが、電子書籍を導入している市もございます。これにつきましては非常に、２

倍、３倍、４倍の利用率があったということで報告を受けています。多分コロナに

つきましては終息するのは時間がかかるということで、図書館についても来館数の

落ち込み、貸出数の落ち込み、これに対してどのようにサービスを提供するのか、

あり方についてご議論いただきたいなということで項目として挙げさせていただ

きました。この他適時その時点でヒットするような事案があれば協議の項目に付け

加えたいと思いますのでよろしくお願いしたいと思います。  

続きまして21期について、次の資料です。21期はどう取り組んだのかということ

で、先程私が申しました通り、第３回目の時に八王子図書館で電子書籍を入れてお

り、その視察をしております。メリット、デメリットございます。視覚障害をお持

ちの方につきましては読み上げ機能、文字の拡大機能、あとは文字が反転、通常は

白地に黒の印字がされていますけど、中には黒地で白の印字の方が見やすいという

方もいらっしゃいます。そうした機能が電子書籍ではできます。障害者サービスに

つきましてはまだコンテンツが少ないのですが、有効とされている部分もあります。

ただし値段が高いのとまだまだ種類が少ない。本来であれば何万部何千部と売って

出版社の利益、作者の権利として収入になっていくわけですけども、図書館にタダ

で提供すればそれだけ版元も作者も利益がなくなりますので、最新の出版物よりも

２年とか遅れてあまり出回らなくなったものについて電子書籍化されたりしてい

る状況があります。そんなこともあってなかなか一口に電子書籍といっても難しい

部分があるなということを感じたところです。ただ私が先程申しましたとおり、今、

コロナ禍におきましては脚光を浴びている部分もありますので、この辺のあり方に

ついてもいろいろご議論を頂きたいと思います。それと後半は計画作りということ

でご意見いただいて、会長からもありましたけど、本来であれば最後のまとめとい

うことで仕上げの会議だったのですけども中止となっております。このようなこと

で協議会につきましては一例でありますけれどそういう動きがあるということで

認識していただきたいと思います。 私の方は以上です。 
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＜副会長＞ 

今、こちらの第22期図書館協議会の活動予定の案として３つ挙がっておりました

が、１つ目の立川市第３次図書館基本計画及び立川市第４次子ども読書活動推進計

画の進捗に関する意見聴取というのがございます。こちらをベースに話をしていく

ことになると思いますが、館長からご説明いただくことはできますか。 

 

②立川市第３次図書館基本計画について 

 

＜図書館長＞ 

 それでは冊子になっております「第３次図書館基本計画」をご覧いただきたいと

思います。これを全て論じておりますと会議が終わってしまいますので、ポイント

をお話しいたします。まず、最後から２枚目の53頁、策定の経過です。この計画を

作るにあたりまして、利用者アンケートを中間あたりにとっております。教育委員

会でも８回程度報告・協議を重ねております。協議会は４回、それと行政の内部で

作業部会が５回、策定委員会が１回開催されてこの冊子ができております。 

それでは戻りまして２項、計画の位置付けです。本計画は第４次長期総合計画の

後期基本計画に基づく個別計画として策定します。第４次子ども読書活動推進計画

と整合性を図りながら図書館運営の基本的な方向と具体的な方策を明らかにして、

関連する施策を体系的に実施することとしています。 

市の将来像、「賑わいと安らぎの交流都市立川」、これに基づきまして、後期基本

計画、都市像、政策、施策ということで、立川市第３次図書館基本計画ができてお

ります。子どもの計画につきましては、図書館基本計画が包含する形となっており

ます。 

進行管理ですが、教育委員会の点検評価が毎年ありまして、教育委員からのご意

見や外部委員の指摘を受けながらその評価を受けて、ここは足りないのでここの部

分については努力してください、また頑張ってください、というようなことで評価

を受けたり、叱咤激励を受けたりしながら、計画ができた後でも毎年の進捗の中で

常にチェックしております。その中で図書館協議会におきましても都度、委員さん

の方から計画のここはどうなっていますか、というようなご指摘があれば立ち戻り

まして会議の中で議論していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

３頁が、目指す姿ということで、長期総合計画の中の図書館の位置付けというこ

とです。４頁です。計画の体系ということで、この計画の基本理念として身近な情

報拠点として暮らしに役立ち、市民の学びを支える図書館ということで、図書館の

５本の柱というものがあります。第３次ですけれども第１次のときからこの５項目

は普遍のテーマで、これが下地となって施策を展開するということになっています。

５本の柱で３つの施策、９つの基本事業と24の取組ということで計画をまとめてお
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ります。 

５頁が、それぞれの施策の柱、「学びと課題解決を支援する図書館」、「くらしに

役立つ利用しやすい図書館」、「図書館の効率的・効果的な運営」ということで、こ

れが下地となって施策を展開するということになっています。 

７頁に、先程言いました９つの基本事業、24の取組事項ということで列挙してお

ります。具体的には８頁以降に24項目の取組項目が載っております。（１）の計画

的な資料の収集・保存につきましては、３番目、視聴覚資料の計画的な収集保存、

これにつきましては頭出ししてまた委員さんにご議論いただきたいと思います。例

えば11頁の各庁内部局とか地域関連機関との連携ということで、図書館内部だけに

収まらず地域との連携、行政との連携、各自治体との連携ということで複雑に組み

合わさりまして図書館が運営されているということです。 

12頁につきましては、利用者のニーズとか高齢者、障害者、また国際化に対して

どのように取り組んで行くかということです。14頁につきましては、先程言いまし

たとおり、電子書籍への対応についての調査、研究ということで、これについては

コロナのこともつけ加えることができましたので、新型コロナウイルスの影響で非

来館型サービスの導入が迫っており、今後導入に向けて調査、研究を進めます、と

いうことが新たに最近加わりました。 

16頁につきましては、中央図書館が直営で運営、地区図書館は８館ありまして、

５館が図書館流通センター、３館がヴィアックスという、複数の自治体を運営して

いる図書館の中では比較的大手の位置づけになっている２社で競い合いながら、中

央と連携をとりながら運営しています。私も館長は３年目ですけれども、企画のア

イデアとか図書館運営については、当然利用者からのお叱りの言葉とか事務手続き

上の不備など、多少のそういったお声等は中央、地区館問わずありますけれども、

問題なく運営しているのかと。逆に民間のノウハウ等を私たちは学ぶ点もメリット

はあるのかな、ということで運営を進めております。引き続き効率的・効果的な運

営のあり方ということで追求して行きたいと思います。 

18頁等につきましては、システムの構築とか環境整備など、なかなか図書館だけ

の思いだけではなくて、その設備投資については多額の経費がかかるということで、

市の予算等と関わる点が非常に大きなところです。限られた予算の中で最大限の効

果を発揮していきたいと思います。 

それと専門性の高い職員の育成ということですが、通常、行政職員ですと３～４

年程度で異動するのですけど、図書館の職員は比較的長く、折角ノウハウを吸収し

て、はい、次の部署、というわけにはいきませんので、中には10年選手、15年選手

とか、長く勤めている者も多いです。そうした職員のノウハウを継承しながら図書

館運営を進めて行きます。以上、24項目についてこれから５年間進めて行きたいと

思います。巻末には資料とか、年表、アンケート調査等があります。ここでは説明
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しませんけれど、お帰りになりましてまた読んでいただければと思います。 

私からは以上です。 

 

＜副会長＞ 

今、立川市第３次図書館基本計画について説明していただきました。34頁から始

まるアンケート調査は、今回話していく中で示唆することが多いと思います。 

是非、ご自宅に帰ったらお読みいただきたいと思いますのでよろしくお願いいた

します。多分グラフを見れば、これとこれは組み合わせるのではないかという案が

出てきそうだなという感じですので是非お目通しいただきたいと思います。 

今の館長の説明について何か質問はございますか。ここの部分をもう少し話して

欲しいとか、なぜ24項目を導き出したのかとか、何かございましたらどうぞ。 

それでは、ないようですのでご自宅に帰ってお読みください。 

引き続き、第４次子ども読書活動推進計画について、館長にご説明いただければ

と思います。 

 

③立川市第４次子ども読書活動推進計画について 

 

＜図書館長＞ 

第４次子ども読書活動推進計画につきましては、45頁をご覧いただきたいと思い

ます。計画と同じように平成29年から30年の１月にかけまして、読書アンケート調

査を実施しております。教育委員会での報告協議、図書館協議会については同じで

ございます。 

作業部会につきましては、正式には３回の作業部会と１回の親部会、庁内の検討

委員会を開いて計画を策定いたしました。 

巻末の基本図書リスト、50頁以降なのですけども、ホームページでも見られるの

ですが、市の方針でこの冊子形態と同じ書式で紙も電子媒体も載せなさい、という

ことですので、仕方なくこういう形式になっていますが、この基本図書リストは、

著作権の関係がなければ、文字の羅列ではなく、見やすい項目、非常に分かりやす

いリストになっていたので、少し残念だったのかなという気持ちが私の方にありま

す。これについては前計画にはない部分も盛り込まれていまして、立川市としてど

のような本を基本にして進めているのかということが分かると思います。 

では戻りまして、２頁です。国や都の動きです。 

この子どもの計画につきましては、平成13年に子ども読書活動の推進に関する法

律の施行に伴い４月23日が子ども読書の日と定められております。14年と20年、25

年、30年ということで国も計画を進めているような状態で、地方団体におきまして

も、計画を策定するようにというような位置付けがありまして、殆どの市レベルで
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すと、子ども計画を策定しています。町や村ですと策定しない所もあるのですけど、

日本国内ですと90％以上の自治体で子ども計画を策定しているような状況です。 

都の動きです。都は15年、21年、27年ということで、第４次に向けて東京都も策

定している最中でございます。そのようなこともあって国の動き、都の動きを反映

できる部分は反映させて作り込んでおります。 

計画の位置づけです。先程言いましたので省略させていただきますが、子どもの

方も市の第４次長期総合計画の後期基本計画の個別計画として位置づけられてお

ります。５頁以降はアンケート調査です。 

調査項目とすればグラフにあるとおり、絵本を読むことが好きか、１ヶ月どれく

らい読んでいるとか、読書冊数とか、学校図書館、市立図書館を利用した割合、と

いうことで記載されております。 

このような分析をもとに弱点、弱みというものを如何に克服できるのかというこ

とが課題だと思いますので、そういったことも加味しながら計画を作っております。 

ただ、これについては、５頁の枠の中で実施時期、実施方法とありますが、この

実施方法が学級ごとの挙手による集計ということですが、学校の先生の負担軽減と

いうことで、アンケートを取ると、またそれを回収して分析してもらうというのが

先生の業務負担になるので、挙手による集計をさせていただいているのですけれど、

挙手ですと、あの子は手を挙げたとか手を挙げないとか、目隠ししてやっているわ

けではありませんので、必ずしも正しい数値が集計できているかというと難しい部

分もありますので、これについては次の５次の計画の時には学校と話し合いながら

より正確な数値を示せるようにしていきたいと考えております。それと12頁以降は

３次計画の取組状況と課題ということで、３次の取組状況を踏まえて抽出された課

題等を４次に反映させるということにしております。 

15頁です。計画の体系です。基本理念につきましては、前回と変わりません。「子

どもの主体的な読書活動の推進～読書のたのしさをすべての子どもたちに～」とい

うことで、施策の柱は子どもの方は４本。７つの基本事業と24の事業ということで

設定してあります。 

16頁です。4つの施策並びにその基本事業、24の事業ということです。これにつ

きましては、図書館計画もそうですけど、大幅に第３次から項目を頭出しして新規

に掲げたということはありません。より適切な場所ということで、施策の中で入り

繰りはありましたけど、項目自体につきましてはほぼ同じような踏襲をされており

ます。１つ特徴的なのは、主な所管課ということで、図書館または子ども家庭支援

センター、健康推進課とか子育て推進課ということで連携して取り組む事業がござ

います。 

21頁以降は、「学校と学校図書館の取組」ということで、これは指導課と図書館

の絡む所もありますけれども、指導課単独、学校での特色を生かした生徒の学校図
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書館の利用指導とか、図書館が絡まないで学校図書館または学校における図書館ま

たは読書活動についてどのように取り組んでいるかということで図書館に限らず

全庁的な取組としてこの子ども計画は位置付けておりますので、そのように認識し

ていただきたいと思います。 

３番目が立川市図書館の取組ということで26頁以降は図書館の取組を羅列して

おります。委員さんの出身母体の文庫連の読み聞かせのボランティア団体さん等は、

今はコロナ禍で行っておりませんけれども図書館の事業における読み聞かせ、また

は学校の事業の一環として枠をいただいて生徒の前で読み聞かせをしていただい

たり、幼稚園とか保育園におきましても、主に地区図書館などは地域に根差してお

りますので、出張したり、〇〇会館でやりますというようなことでご案内をしたり

というような活動を行っています。図書館だけでは行えなくてボランティアさんの

ご協力、多大な貢献をしていただいて実施しているということでございます。 

33頁以降につきましては、ハンディキャップであったり、外国語を母国語とする

子どもたちの支援ということで、いろいろな活動を展開しているということです。 

第６章では計画の推進にあたってということで、計画の進捗管理。つきましては、

また皆様のご意見、ご指摘を賜りながら推進していきたいと思いますのでよろしく

お願いします。以上です。 

 

＜副会長＞ 

館長から立川市第４次子ども読書活動推進計画について説明していただきまし

た。これらについては、委員みなさんそれぞれの立場から子どもの読書活動につい

てどうして行くかいろいろなお考えをお持ちだと思いますが、例えば４頁の図を見

てわからない所があればご意見を、あるいは最後の基本図書リストとか、図や計画

の文言についてわからないというようなことがあればご質問を頂きたいのですが。

と言ってもすぐには無理だと思いますので何かありましたらどうぞ。 

 

＜委員＞ 

小学校とか中学校に置ける本というのは決められていて、こういうのはだめです

よ、というふうになっているのでしょうか。それとも各学校である程度は決められ

ることなのですか。 

 

＜図書館長＞ 

それにつきましては、各学校に、学校図書館支援指導員という司書の資格を持っ

た職員が配置されております。各学校には図書担当の先生が必ずいますので、この

図書担当の先生と学校図書館支援指導員、立川市では民間に委託していますけども、

学校図書館の運営にあたりましては、ある程度この支援指導員さん、または、学校
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長もそうですけども、学校としてどういう蔵書構成にするのかとか、どのような読

書活動を進めていくのかという裁量の範囲内のものはあると思いますけれども、例

えば児童青少年サービス係と年２回の話し合いを持つ、連携する会議がございます。

その中で情報提供とかまた先生達とのコミュニケーションを図りながらそれこそ

蔵書に関する相談とかやりとりなども含めて行なっておりますので、小学校全てが

同じということではなくてある程度学校の特色を出しながら蔵書構成をしている

ということでございます。 

 

＜副会長＞ 

川崎市の事例ですけど、図書館とか図書室に鍵をかけて入れないようにしている

という学校があるという話を聞いておりますけど、立川はそういうことはあります

でしょうか。  

 

＜図書館長＞ 

学校によりけりですけど、防犯上の理由とか学校長の方針などがあってフリーに

している学校もあります。米山係長、鍵をかけている所もありますか。 

 

＜児童青少年サービス係長＞ 

授業中は掛けていると思いますが。 

 

＜副会長＞ 

はい、それは当然ですよね。ずっと鍵が掛かっていて全然開けていない所もある

と聞きましたので。少し心配しているのは、そういう図書館があると、この場での

議論が成り立たないのかなと思って質問させていただきました。 

他に何か質問はございますか。 

 

＜委員＞  

ではよろしいですか。私、昨年幼稚園で読書週間とか、読書に関するカードを作

って読んだものを記録して好きな本を紹介するみたいなことを幼稚園で導入して

みたのですけど、そうすると図書館に週１回必ず行く子が増えてきた中で、園でも

立川市図書館の出している基本図書リストというものを紹介させてもらいました。

保護者も親も本を全く読んで育ってきていない環境の家庭というのは、その子ども

も本に触れる場がなかなかないのかな、というところで、きっかけづくりとして実

施したのですけど。親子で本を読むきっかけで、ちょうど今年卒園した子が今休校

中であったのですけど、家庭において本を読む習慣がなかったのが、図書館で本を

借りて読んだことで小学校に入ってからも家庭学習の中でも本を読む習慣づくり
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につながっているということを実際に保護者からも聞いた事例もあったので、やは

り、幼稚園とか保育園とかの違いはあるのですけど低年齢で文字に触れるとか、本

の楽しさに触れるということの重要さというのを僕らもすごく現場で感じていま

す。今なかなか外に出歩けない状況で僕らもＹｏｕ－Ｔｕｂｅとか使って読み聞か

せをやっているのですけど、著作権の問題とかいろいろ難しい問題があるかなと思

うのですが、その年齢にあった本を紹介するとか、そこに触れる機会をうまく構築

できたらいいなと思ったので、こういった基本リストはすごくありがたい。発信の

仕方、表現の仕方が難しい部分はあるのかなと思います。これはうちの園だけでな

くて他の幼稚園や保育園も含めて感じているのかなと思います。 

 

＜副会長＞ 

どうもありがとうございました。基本図書リストというのは、図書館でお作りに

なっていて、そろそろ改訂の時期ですかね。 

 

＜児童青少年サービス係長＞ 

リストの種類によって違うのですが、前年度が終わりまして、これから日本の物

語編について編成していきたいと思います。 

 

＜副会長＞  

やはり、皆さん、読む量は半端ではないですか。 

 

＜児童青少年サービス係長＞ 

毎月１冊読んでそれぞれ意見を出し合って、集まって議論を重ね、やっているの

ですが、ただコロナの影響で、皆で集まってというのが難しい状況です。本来は今

年中にあと何冊か読めたはずなのですけれど。 

 

＜副会長＞ 

こういう風に事務の方たちにも振っていきますのでよろしくお願いします。 

今、２つの基本計画の説明をしていただきましたが、これについては読んでいて

疑問に思うこととか、この方向性でいいのかということとか出てくると思いますの

で、図書館の事務局にお伝えいただければと思います。 

 

④その他 

＜副会長＞ 

その他ですが、立川市図書館サービス計画・事業計画令和２年度をご用意下さい。 
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＜図書館長＞ 

お手元のサービス計画・事業計画令和２年度。これは毎年作っているものでして、

次回か次々回には31年度の実績報告が示されると思いますけど、計画と実施報告と

いうことが両輪となりまして図書館運営を進めて行くこととします。 

まず、令和２年度をどのように進めて行くかということで、サービス計画が１頁

から書いてあります。各項目につきましては細かく何をしていくかということを記

載しています。子どもの読み聞かせとか図書館の貸出とか返却などといった事務だ

けではなくて、様々な企画ものを展開しています。新型コロナの関係で来館者が減

ったり、サービスが一部休止したりしているのが昨今の状況です。コロナの影響が

すぐに終息するとは思えませんので、この計画を発表して予定どおりやっていくと

いう風にいかないのは心苦しいのですが・・・。 

計画を一つひとつ細かく説明していますと時間もかかりますので、ご自宅等に戻

られまして一読していただいて、基本計画と合わせまして次回の協議会で、具体的

にご指摘をいただきたいと思いますので、この場では細かく言いません。 

７頁をお開きください。６頁までは図書館全体の話しです。７頁から11頁までが

中央図書館のサービス計画。12頁以降が、地区館８館の各館の特色に基づいてどの

ように計画を進めていくのかということが書かれています。大変申し訳ないのです

が、ここでは冊子に基づいて令和２年度は取組を進めて行くという説明に留めたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。以上です。 

 

＜副会長＞ 

これはもしかして議会に１枚物で提出していますか。 

 

＜図書館長＞ 

これは議会には出していません。先程の図書館計画、子ども計画は議会でも報告

していますし、ホームページでも見ることができます。 

 

＜会長＞ 

多分コロナの影響で当初の計画どおりいかないのではないかという気がするの

ですよね。昨年度実績よりも落ちると思いますし、仕方ないけれどもこのコロナ禍

での経験や学んだことが次につながればいいのかなと。もうひとつは、今回の協議

会で活動する検討事項というのは大きく３つ示していただきましたが、その中の、

図書館基本計画とか子ども読書活動推進計画について、もしかしたら今の状況など

を見て計画を修正することはないでしょうか。 
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＜図書館長＞ 

計画そのものについては決定事項ですので文言の修正はできないのですが、都度

協議会の中でご指摘いただいて例えばコロナ禍における取組として変わるものと

か今となっては現実的な展開が不可能ではないかというものをずっとこの計画で

追って行くのも現実的ではありませんので、計画そのものは変わりませんけれども、

協議会で運用の範囲の中で方針または施策の転換ということで打ち出すことは可

能です。教育委員会の点検評価という、成果など発表する場はあるので、変化に対

応していきたいと思います。 

 

＜会長＞ 

こういう状況で利用の実績をどう確保していくのがいいのだろうかということ

ですよね。それから非来館型のサービスというのが今回の検討事項になっている、

例えば、それらを協議会で重点的に話し合っていくのがいいのかなと思います。 

 

＜図書館長＞ 

今、会長がおっしゃいました、計画を作っても、絵に描いた餅になっても仕方が

ないということではなかなか発展性がない、ということだと思います。常に都度の

状況報告の中で、これくらい今図書の貸出が落ちていますと、ご指摘のとおり現実

を踏まえてどのような方向性を見出していけるのかということで、ＰＤＣＡではあ

りませんけども振り返りつつ方向性を定めていくのが大切かと思います。そのよう

な展開をしていきたいと思います。 

資料の文教委員会報告をご覧ください。これは６月12日が文教委員会でして、図

書館としましては、11、12、13が基本計画、子どもの計画、図書消毒機ということ

でご報告いたしました。基本計画、子どもの計画は今説明したとおりですので省略

させていただきます。図書消毒機につきましてあとでお話しますけど、１点、議員

さんからは図書館計画の14頁の電子書籍、これについて自民党と公明党の議員さん

のお二人から電子書籍については導入を進めていくべきではないかというご発言

がありました。 

それを受けて、先程の文言を追加した部分もありますけれど、委員会からも非来

館型のサービスとあり方について指摘があるということは、図書館の中だけではな

くて議会は市民の代表ですので、市民の代表者、市民サイドからもサービスのあり

方について問われているのではないか、ということを感じました。こういった質問

が二人の委員からございました。 

文教委員会の資料の13の図書消毒機です。最後の資料になります。新型コロナウ

イルスの感染拡大により、市民の衛生意識が高まる中、立川市図書館では、清潔、

安全、快適に図書館の資料を利用してもらうため、紫外線で殺菌消毒できる「図書
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消毒機」の全館での設置を予定しています。本を開いた状態で紫外線照射し、ペー

ジの中まで消毒します。消臭剤を循環させて不快なにおいを消臭します。送風をし

ますので埃や髪の毛を除去します。中央館には２台入れます。地区館はそれぞれ８

館各１台ですので、計10台を設置いたします。照射時間は30秒。６冊まで入ります。

但し、絵本の大型本等は入りませんので、本の大きさも、変形した本もありますの

で、通常のサイズであれば６冊まで可能です。下の方にイラストがあって、他市の

事例ですけれども、写真を参考にしていただければと思います。これにつきまして

も何名かの委員さんから、本が傷むのではないかという質問がありまして、操作時

間が30秒ということで、本が傷むか傷まないかの科学的な位置付け、証拠について

はまだ実証されてはいませんので、ただ紫外線の照射によって全くゼロではないと

いう認識を私は持っています。ただ30秒という時間の中で本の傷みというのはさほ

どないのではないかということで議会でも答弁しております。 

あとは、投書というか図書館の皆様の声ということで、市民、利用者の声を頂く

ハガキがあるのですが、つい最近ですけどこの中で、「私の、前住んでいた自治体

では、地区館を含めて全図書館に消毒機が入っていました。立川市図書館では、導

入の予定はないのですか？」と。この利用者は知らなかったと思うのですが、利用

者の中では、清潔安全、衛生意識の高まりというのがありまして、新型インフルエ

ンザには効果があるという研究の成果の証明もあるのですけれど、これが新型コロ

ナに効くかどうかというのは未だ実証されていませんが、何もしないよりは当然殺

菌作用がありますので利用者の安心・清潔という面では満足度が高まるのではない

かなと思います。この図書消毒機の運用については、当初は利用者の注目度が高い

部分がありますので、職員を張り付けながらやって行きますが、ゆくゆくは利用者

が一人でできるような仕組みにしていきたいと思っております。私の説明は以上で

す。 

 

＜副会長＞ 

消毒機の資料を見ていただいて、何かご質問はございますか。 

これは図書館流通センター製でしたね。合計10台購入でしたよね。今、中央館に

２台入って、地区館に１台ずつ入る感じですか。 

 

＜図書館長＞ 

予定では７月の末日頃には運用開始いたしますので、その際はホームページ、チ

ラシ等で告知いたします。 

 

＜委員＞  

消毒するタイミングというのはどうなのでしょうか。例えば貸し出して帰ってき
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てからするのですか。 

 

＜図書館長＞  

これは、特段取り決めはありません。ただし、消毒できない本がありまして、立

川市所蔵のものは消毒できますけど、相互貸借ということで立川市にない本、都立

や、例えば日野市や西東京市の本など、わざわざ買わなくても他市協力ということ

で本を回していただいています。もちろん立川市の本も他市に回しています。そう

した本につきましては、先程私が言いましたとおり本に対する影響はほとんどない

ということですけど、ゼロとは言い切れませんし、他市の本に迷惑をかけるわけに

はいきませんので、立川市の本だけということです。委員のおっしゃったとおり、

返すタイミングなのか借りるタイミングなのかは、利用者にお任せいたします。 

 

＜委員＞  

だいだい２台ということですけど、どこに設置するのですか。 

 

＜図書館長＞  

予定ですと２階のカウンター脇、自動貸出機があるのですが、そこに１台と、３

階ですと、カウンター前、階段、エレベーターから通路を渡ったカウンターから見

える位置、パソコンが並んでいる脇に配置する予定です。 

 

＜委員＞  

失礼ですが１台いくら位するのですか。 

  

＜図書館長＞ 

議会の報告では1台90万円ですけど、実際の値段はそれよりも２割ぐらい下がり

ます。 

 

＜図書館長＞ 

たぶん運用されれば市民の方が Twitter 等で発信してもらえると思うので、そ

れなりの効果はあるのではないかと思います。 

 

＜委員＞  

それで本がきれいになればとてもいいことですよ。全部できないのが残念ですね。 

 

＜図書館長＞ 

やはり他市の本を勝手に消毒するわけにはいきませんからね。 
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＜委員＞ 

でも本は安全なのでしょう。本を傷めることはないのでしょうか。 

 

＜図書館長＞ 

先ほど言いましたとおり、ゼロだという実証実験がないので 私どもの言い方と

すれば絶対傷みませんとは言えないのですけれど、限りなく本に影響はない範囲で

運用していますと説明したいと思います。 

あと、利用者の安心感とか清潔に対する意識の高揚にはなると思います。図書館

の本は不特定多数の人が触れますので消毒して持ち帰って気持ちよく読んでみた

いというニーズというのは高くあると思いますので、そういう声に応えていきたい

と思いますし、こんなの嘘っぱちだ、でたらめだと言う人は利用しなければいいわ

けで、利用したい人は積極的に利用していただきたいと思います。 

 

＜委員＞ 

図書館には消毒液はありますよね。  

 

＜図書館長＞ 

はい、あるのですけど、まず入ったところで手指消毒をしていただいて、殺菌し

ていただきます。消毒した手で本を触れていただくということで、基本的にはその

時点で必ずしも全部の菌が取れるわけではないので、本に対しましては、例えば返

却本に対しては、一晩寝かせたり、すぐに借りたいという人に対しては今の時点で

本に影響のない範囲で消毒、つまり職員が手で拭いて提供しております。 

 

＜委員＞ 

今朝、ニュースでやっていたのですけど、ある街の中でお店に入ってくる人100

名の内、消毒してくれた人が２名でした。その話があって、今の人達がどのくらい

関心を持っているのか、ちょっと疑ってみることがあるわけですね。そういう風に

関心を持ってくれれば、90万もかけてお金を使う必要はないし、だからやはり個人

個人、入ってくる人達が気を遣ってくれればいいのですよね。 

 

＜図書館長＞ 

２階の入り口に２つ消毒液がありまして、私が見ているところ、殆ど、99％くら

いの人がポンプで手指消毒して入っています。私が使わない理由をお聞きした人が

いるのですけど、やはりアルコールの反応が体質的に合わないという人がいました。

その人に対しては手洗いでしっかり洗ってくださいという指導をしました。見てい
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る限り殆どの人が消毒していただいたようです。 

 

＜副会長＞ 

終了時間が近付いておりますので、もしも最後に今回何かご意見、ご質問がござ

いましたら是非お願いしたいところでございますが。 

 

（意見、質問なし） 

 

＜副会長＞ 

では、ないということにさせていただいて、次回の開催日を再度ご確認いたしま

すが、令和２年10月16日午後２時からということでお願いいたします。 

何かご意見を寄せるときに事務局に連絡する手段は何ですか。電話ですか、それ

とも、メールとかでできるのですか。どのような手段で今までされているのですか。 

 

＜図書館長＞ 

メールが分かっている委員さんに対しては、メールでの返信が一番楽ですので。

あとはFAXとか手紙になります。 

 

＜管理係長＞ 

図書館の電子メールでもいいのですが。 

 

＜委員＞ 

すいません、言おうと思っていたのですけど、今回、今日の開催通知を目にした

のが月曜日だったのですよ。メールの方がよいのですが。急なのでちょっとびっく

りしたもので。 

 

＜図書館長＞ 

それは遅くなって申し訳ないです。本来でしたら２週間前とか３週間前に到着し

ているものです。委員のいうように、図書館のアドレスは分からないでしょうか。 

 

＜管理係長＞ 

今すぐにお伝えはできませんが。 

 

＜副会長＞ 

次の開催は１０月なので今月までに事務局への案内手段が確立していればいい

ような感じがします。 
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＜図書館長＞ 

次回の開催通知にここのアドレスを記載して、２、３週間前に送りますので、そ

れでもし質問等があれば答えていきますのでよろしくお願いいたします。 

 

＜委員＞ 

すみません。次回の協議会の内容はまだわからないのでしょうか。 

 

＜図書館長＞ 

次回の内容は22期の活動についてということで、先程私が説明した裏面の映像資

料の見直しについて。これについて２回か３回くらいはご議論していきたいと思っ

ています。 

 

＜副会長＞ 

基本計画についての意見、聞き取りについては、次回はやらないのですか。それ

とも、それまでに疑問があれば書き出してもらうことは必要ですか。 

 

＜図書館長＞ 

そうですね。 

 

＜副会長＞ 

３冊を読むのはちょっと大変かもしれませんが、事前に、文言とか図書館用語で

書かれているのでわかりにくいとか、市民の方の目線から見るとこれはわかりにく

いとか、そういうことがあったら意見として寄せていただければと思います。 

 

＜図書館長＞ 

委員のご指摘があったとおり、３週間位前には通知いたしまして、そこにアドレ

スを記載しますので、そこに返信していただければ、当日間に合うように図書館か

ら回答いたします。 

 

＜副会長＞  

定刻を過ぎましたので本日の協議会はこれで終了と致します。皆様お疲れ様でし

た。 

（16：00終了） 


